
再評価結果（平成２４年度事業継続箇所）

担 当 課：道路局環境安全課

担当課長名：安藤 淳

事業名 地域高規格道路 山口宇部小野田連絡道路 事業 地方道 事業 山口県
や ま ぐ ち う べ お の だ

一般県道妻崎開作小野田線（大 字 小 野 田～新 生 三 丁 目）区分 主体
つ ま さ き が い さ く お の だ おおあざおのだ しんせいさんちょうめ

起終点 自：山口県山陽小野田市大字小野田 延長
さ ん よ う お の だ お お あ ざ お の だ

至：山口県山陽小野田市新生三丁目 １．８km
さ ん よ う お の だ しんせいさんちょうめ

事業概要

地域高規格道路「山口宇部小野田連絡道路」は、山口市から宇部市を経由し山陽小野田市に至る道路であ
やまぐち う べ さ ん よ う お の だ

る。このうち妻崎開作小野田線は、小野田港臨港地区から国道１９０号の間を接続し、山陽自動車道小野

田ＩＣへのアクセス強化に寄与する路線である。

Ｈ１４年度事業化 Ｈ１４年度都市計画決定 Ｈ１５年度用地着手 Ｈ１７年度工事着手

（Ｈ 年度変更）

全体事業費 １１０億円 事業進捗率 ７９％ 供用済延長 ０．６２km

計画交通量 １０，７００台／日

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 (残事業)/(事業全体) 総便益 (残事業)/(事業全体) 基準年

分析結果 (事業全体) 23/116 億円 153/210 億円 平成２３年

１．８ 事 業 費：21/112 億円 走行時間短縮便益：142 /199 億円

(残事業) 維持管理費：2.2/3.2億円 走行経費減少便益： 10 / 10 億円

６．６ 交通事故減少便益：0.50/0.83億円

感度分析の結果

【事業全体】交通量：B/C=1.6～2.0(交通量±10％) 【残事業】交通量：B/C=5.9～7.2(交通量±10％)

事業費：B/C=1.7～2.0(事業費±10％) 事業費：B/C=6.0～7.2(事業費±10％)

事業期間：B/C=1.6～2.0(事業期間±20％) 事業期間：B/C=6.3～6.8(事業期間±20％)

事業の効果等

・山口市と宇部市、山陽小野田市を連絡し都市間の連携を強化する。

・新幹線、空港、港湾等の交通拠点との連絡強化による産業の活性化を図る。

・県道小野田港線の慢性的な渋滞が緩和し、第二次医療施設（山陽小野田市民病院）へのアクセス向上。
お の だ こ う

・市街地における歩行者・自転車の安全性の向上や沿道環境の改善が期待できる

関係する地方公共団体等の意見

・山陽小野田市の新市建設計画、合併支援道路に位置付けられている。

・山口宇部小野田間地域高規格道路建設促進期成同盟会から整備要望がある。

事業評価監視委員会の意見

特になし

事業採択時より再評価実施時までの周辺環境変化等

山 陽 町と小野田市が合併し、山陽小野田市となり、行政域が広域化している。
さんようちょう お の だ し

事業の進捗状況、残事業の内容等

終点側0.62kmを供用済み。主要構造物である有帆川渡河橋（L=478m）の上部工の施工を進めている。
ありほがわ

事業の進捗が順調でない理由、今後の事業の見通し等

引き続き工事を推進し、平成２６年度末の完成供用を目指す。

施設の構造や工法の変更等

他事業の流用土を有効活用することにより、今後ともコスト縮減を図る。

対応方針 事業継続

対応方針決定の理由

以上の状況を勘案し、整備効果も期待できることから、事業継続とする。



事業概要図

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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